
６（粗）付加価値額

（１）概況

平成２１年の付加価値額（従業者 4～29 人は粗付加価値額）は 6,779 億円で、前年に

比べ 4,197 億円の減（前年比 38.2％減）となり、２年ぶりの減少となった。

（表１２、表１３）

（２）業種別状況

業種別構成では、業務用機械(20.0%)、化学(12.9%)、輸送機器(11.1%)、電子部品(7.8%)、

の順に大きく、これらの 4 業種で全体の半分強(51.8%)を占めている。

（表１２、図１８）





（３）従業者規模別状況

（粗）付加価値額は中、大規模層では減少したが、小規模層で増加した。

また、規模別構成比は、以下のとおりとなっている。

小規模層 14.3％（ 969 億円）

中規模層 41.6％（ 2,823 億円）

大規模層 44.0％（ 2,986 億円）

（表１３）

（４）付加価値率（従業者３０人以上）

付加価値率は 21.6％で、前年より 3.2 ポイント低下した。非鉄金属等１４業種で上昇、

電子部品等７業種で低下した。

業種別の付加価値率を高い順にみると、業務用機械(62.6％)、印刷(54.9％)、

飲料・たばこ(52.8%)となっている。 （表１４）

（５）１事業所当たり、従業者１人当たりの（粗）付加価値額

１事業所当たりの（粗）付加価値額は 389 百万円で、前年に比べ 196 百万円の減少（前

年比 33.5％減）となった。

また、従業者１人当たりの（粗）付加価値額は 998 万円で、前年に比べ 506 万円の減

少（同 33.6％減）となった。

（表１４）



（参考）

付加価値率 ＝ 付加価値額
生産額－消費税を除く内国消費税額－推計消費税額

（従業者３０人以上）


